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〔内容抄録〕

閉鎖性肺 「アテ レクターゼ」が結核肺ニ對 シテ果 シテ治癒 作用 ヲ發揮スル モ ノナ リヤ ヲ險討 セ ソ トシテ、

結 核感染家兎24頭ニ對 シテ武 田氏 ニ ヨル 肋膜外主 氣管枝結紮術 ヲ施 シタル ニ、閉鎖 性 「ア」肺ハ 感染 後

早期 ノモ ノハ素 ヨ リ、稍 く晩期(4週 後)ノ モ ノニ封 シテモ比較 的速 カニ著明 ナル病竈治癒作 用 ヲ現ス

コ トヲ知ッ タ。
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第1章 緒 言

肺 結 核 ノ臨 沐 二於 ケ ル肺 「アテ レク ター ゼ」(以

下 肺 「ア 」ト略 ス)ノ 重 要 性 二關 シテノ・最 近漸 ク

ー 般 ノ關 心 テ惹 クニ至 ツ タガ、 雨者 ノ相 互 關 係

二封 スル實 験 的研 究 ハ 未 ダ ソ ノ敷 ノ・多 クナ ィ。

著 者 ノ・襲 二閉鎖 性 「ア」肺 ノ・結 核 菌 ノ血 行 性 感 染

二封 シテ著 シキ抵 抗 テ有 シ、 沈 著 結 核 菌 ハ極 メ

テ早 期 二侵 害 セ ラ レ、 其 虎 二登 生 ス ル病 竈 ノ・甚

シ ク輕 微 ナ ル事 實 テ實 験 的 二謹 明 シテ報 告 シタ

ガ(第2,第3編)、 果 シテ然 ラバ 閉鎖 性 「ア 」ノ・

逆 二既 二感 染 ラ受 ケ タル結 核 肺 二封 シテ モ亦 治

癒 作 用 テ登 揮 スル ヤ否 ヤ ラ検 討 セ ン ト シテ本 實

験 テ企 テ タ.

第2章 實験方法

本 編 ノ、2實1験 ヨ リ成 ノレ。

第1實 験 ノ・結 核 罹 患 家 兎11頭 ラ2群 二 分 チ、

第1群 ハ感 染 早 期(1週 後1二 於 テ、 第2群 ハ ソ

ノ比較的晩期(4週 後)二於 テ、夫々左側圭氣管

枝 テ結紮 シ、同側肺 ラ廣汎性「アテレクターゼ」

二導キ、施術後3乃 至4週 ラ経過セル病竈所見
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テ病 理 解剖 拉 二病 理 組 織 學的 二比 校 検 査 シタ。2cc)ラ 同 ジク耳静 脈 ヨ リ 注 射 シ、 感 染3週 後

氣 管 枝 結 紮 ノ・前 編 同様 武 田氏 肋 膜 外 結 紮 法 ラ用 二於 テー 齊 二左 側 主氣 管 枝 ノ結 紮 テ施 シ、 結 紮

ヒ、結 核 感,染ノ・人 型 中 等毒 菌 ノ比 較 的 少量 帥 チ 後2週 及 ビ4週 ノ2同 二分 チ屠 殺 剖 見 シ、 「ア」

各 頭4・5mgテ 耳 静 脈 内 二 注 入 シタ.ノ 結 核 病 竈 二封 スル治 癒 作 用 ノ進 捗 テ 観 察 シ

第2實 験 ハ家 兎13頭 二就 キ各 頭10mg(注 人液 量 タ.

第1表 一一一一側 セ氣管枝結紮 が結核肺 二及 ボ ス彫響(肉 眼的所見)
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第3章 結核肺二封スル氣管枝結紮 ノ時期

(第1實 験成績)

第1節 戚染後1週 結紮群所見
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本群ノ、結核家兎4頭 ヨ リ成 ル。内2頭(第323,

324號)ノ ・感染後1週 ニテ氣管枝結紮テ施 シ、2

頭(第320,331號)ノ ・封照 トシテ無塵置 ノマ・

放置 シ、何vモ 感染後5週 二於 テ屠殺剖見 シタ

ルモノニテ、 ソノ成績 テ概括 スレバ第1表 トナ

ル。表中略符ノ・第2編 所載 ノモ ノト同一 トス。

(以下準之)

即 チ、感染後第5週 二於 ケル封照無塵置結核家

兎 ノ肺臓ハ肉眼的ニノ・多数嬰粟粒 大 二至ル灰白

色小結節 テ播種状 二登生 シ、時二結節 ノ数梢 く

紗 キモ ノアレドモ、左右雨側肺 ノ間二結節 ノ大

サ及 ピ分布程度 二顯著ナ ル差異テ認メズ。(附

圖1)顯 微鏡的ニノ・圭 トシテ肺胞中隔内限局性

二又中小血管周園及 ビ之二接 シテ、小圓形細胞

ノ小浸潤竈 テ認 ノ、時二梢 ≧大ナル結節状 テナ

シ、内二大軍核細胞拉 二類上皮細胞 テ謹明 シ定

型的 ノ類上皮細胞性結節 テ形成 スルガー般二周

園 ノ小圓形細胞 ノ浸潤層ノ・輕微 デアル。而 シテ

組織學的 ニモソノ病攣及 ビ病竈構成細胞 ノ關係

ハ雨側肺 ノ間二特 二差異テ認 メナィ。

今感染後第1週 二於 テ氣管枝 テ結紮 シ置キタル

動物 ノコノ時期二至 レル肺臓所見 ラ見ルニ、結

紮側肺ノ・何 レモ高度 ノ廣汎性「ア」二陥ル。反封

側非結紮肺ノ・容積梢 ㌃大 トナリ、肉眼的 ニハ針

先大 ヨリ粟粒大二至ル結節多数テ登生 シ、顯微

鏡的ニモソノ病竈所見ノ・封照無慮置動物 ト略 丸

相等 シ。之二封 シテ「ア」肺ノ・肉眼的ニハ結節 ノ

撒極 メテ勘 久 全 ク之 テ認 メザルモノアリ。

(附圖ll)顯 微鏡的ニハ第1例(第323號)ノ ・著者

ノ所謂完全牧縮型r屡 シ第2例(第324號)ノ ・所

謂俘腫型 二届 ス。何 レモ圭 トシテ小血管周園二

小圓形細胞 ノ浸潤 テ梢 く多数二謹明スルガ、非

「ア」肺 二比較 スレバ著 シク輕微ニ シテ大軍核細

胞等 ノ關與 スルモ ノテ見ズ。氣管枝ノ・何 レモ虚

脱 二陥 リ内二梢 ヒ著明 ナ ル 分泌物 ノ瀦溜 テ示

ス 。

第2節 戚染後4週 結紮群所見

本群 ハ結 核 家 兎7頭 ヨ リ成 ル。内5頭(第325--

329號)ノ ・感 染 後4週 目 二氣 管 枝 結 紮 テ施 シ、2

頭(第332,333號)ノ ・封 照 ト シテ 無 塵 置 ノマ ・

放 置 シ、 共 二感 染 後7週 二於 テー 齊 二屠 殺 剖 見

シタ ル モ ノー テ、 ソ ノ所 見 ラ概 括 ス レバ 第1表

トナ ル。

即 チ感 染 後 比 較 的 晩 期 、 第4週 二於 テ氣 管 枝 結

紮 ラ施 シタ ル動 物 ノ術 側 肺 ノ・5頭 ノ内1頭(第

325號 〉ハ虚 脱 後 再 伸展 シ 反 ツ テ 氣 腫 状 テ呈 セ

ル モ、他 ノ・何 レモ著 明 ナ ル廣 汎 性 「ア」二陥 リ、

顯 微 鏡 的 ニ モ肺 胞 ノ完 全 ナ ル牧 縮 テ示 ス。 非 術

側 肺 ノ・容 積 膨 大 トナ リ肺 胞 ノ・梢 鷲廣張 ス。

今 實 験 終 了 時、 感 染 第7週 二至 レバ封 照 動 物 ノ

示 ス如 ク結 核 性病 攣 バ ー般 二梢 ヒ輕 微 トナ リ、

非 「ア」肺 二於 テ モ結 節 ノ撒 テ減 ジ、 組 織 學 的 ニ

モ梢 く檜 殖 性 傾 向 ラ示 ス ガ、 ソ ノ大 サ ノ・爾 嬰 粟

粒 大乃 至 粟 粒 大 二達 スル モ ノガ ァル。

之 二封 シテ 「ア」肺 二於 ケ ル結 節形 成 ノ・何 レモ更

二著 シ ク輕 微 ニ シテ、 肉 眼 的 二全 ク之 ヲ認 メザ

ル モ ノ(第326號)、 著 シ ク 小 且 少 撒 ナ ル モ ノ

(第329號)及 ビ大 サ 同檬 ナ ル モ少 撒 トナ ル モ ノ

(第327號)等 ア リ。 顯 微 鏡 的 二之 テ見 ル モ 「ア」

肺 ニノ・限 局性 結 節 ノ登 生 ノ・極 メ テ勘 ク シテ全 ク

痕 跡 的 ナル モ ノ多 ク、 稽 ≧大 ナ ル モ ノニ テ モ小

圓 形 細 胞 ノ浸 潤 張 ク大 軍 核 乃 至 類 上皮 細胞 ノ關

與 セル モ ノ紗 シ。 又 病 竈 輕 微 ニ シテ肉 眼 的 ニ ハ

雨 側 肺 所 見 二差 異 ラ認 メ得 ザ ル モ ノ`第328號)

二於 テモ顯 微 鏡 的 ニノ・明 カ ー 「ア」肺 二於 テ増 殖

性 傾 向 ノ旺 盛 ナル コ トテ窺 フ コ トガ出來 ル 。

今 代 表 的 ナ ル数 例 ノ所 見 ラ掲 グ。

第1例 第332號 家兎(封 照)

肺臓大 サ 左7×4×1(cm)右6×3.5×1(cm)

雨側肺共含氣性 ニシテ肉 眼的 二 全葉 針先大 ヨ リ狸粟

粒大 二至ル茨 白色 牛透 明結節稽 く多数 ヲ撒布 シ、雨側

間 二差異 ヲ認 メ ズ。

顯 微鏡的 二・・肺胞 中隔 ノ所 々二限局性 一 極 メテ小 ナ

ル小圓形細胞 ノ浸潤 竈 ヲ散見 シ、叉極 メ テ 少数小血

管 二接 シ、 中央部 二大 軍核細 胞 ヲ有 ス ル 小結 節 ヲ登

生 シ、 周園 二稽 く厚 キ小 圓形細 胞層 ヲ有 スルモ ノア
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り叉 ソノタメニ輪 廓 ノ不 整 トナル モ ノ等 ヲ見ル。中隔

内及 ビ浸潤竈 内二稀二偶 「エ」嗜好 性多核 白血球ヲ混 ズ。

肺胞内 二細胞 ノ滲 出 ヲ認 メ ズ。 而 シ テ 雨側肺 二於 ケ

ル結核性病攣 ノ・顯微鏡 的ニ モ 略 二同標所 見 ヲ示ス。

第2例 第327號 家兎 〔附固 皿

右 側非結 紮肺所見.

容積 稽 く膨大、大 サ7x4×1(cm)肉 眼的二全葉殊

二下葉表面 二精 ζ多倣粟粒大乃至胡麻 實大 ノ形稽 ζ

不 規則 ナル 牛透 明結 節 ヲ散登 ス。

顯 微鏡 的 ニノ・肺胞 ノ振張待 二 著 明ナ ラズ.中 隔 内二

・・稽 く著 明 ナル禰蔓 性 ノ細胞浸潤 ア リ、主 ト シ テ大

軍核細胞 ニ シテ、多核白血球 及 ビ小圓形細胞 ヲ混 ズ。

中隔 内限局性 二叉小血管周園 二於 テ 極 メテ小ナル小

圓形細胞 ノ浸潤稽 く多鍛 ヲ認 ム。全 切片中 二撒 箇所

稽 く大 ナル浸潤竈 ヲ有 シ、大 軍核細胞、 類上皮細胞及

ビ小圓形細胞等相混清 シ全艦 トシテ 形不整 トナルモ

ノ・或 ハノく軍核細胞 ノミ相密接 シ略 ζ圓形 ヲ呈 シ周

園 二殆 ソ ド全 ク小圓形細胞 ノ關與 ヲ 鉄 クモ ノア リ。

其 他一般 二肺胞 内二細胞 ノ滲出 ヲ認 メ ズ。

左 側圭氣管枝結紮肺所見:

容積 小、 大 サ4×3×0.5(cm)肉 眼的 二 全 ク廣汎

性 「ア」二昭 リ何 等分泌物瀦溜像 ヲ認 メズ。全 葉 二亙

リ鍛 個胡麻實 大 二至 ル結 節 ヲ獲 生スル ノミ。

顯微鏡 的 ニハ全組織 ハ高度 ノ牧縮 ヲ示 シ全 ク 充實性

トナ リ、肺胞 ハ僅 カニ披裂状 ノ間隙 ニ ヨ リテ ソノ痕跡

ヲ留メ、肺胞腔内 ニ ハ細胞 ノ遊 出 ヲ見 ズ 虚脱肺 中

隔 内二 ・・多核 白血球 ノ禰 蔓性寝 潤 ヲ蒙 ルモ特 二充血

ヲ示 サズ。血管壁 ハ虚脱 肥厚 ヲ示 シ、時 二小血 管 ヲ

取巻 ク痕跡的 ノ小浸潤 竈 ヲ認 ム ル 外限局性 ノ細胞浸

潤 竈 ヲ登 見 セズ。 氣管枝 モ高度 ノ虚腕 二昭 ルモ 特 二

分泌物 ノ瀦溜 ヲ認 メズ。

第3例 第329號 家 兎

右側非結 紮肺所 見:

容積著 シク膨大、大 サ8×5×2(cm)氣 腫状 ヲ呈

ス,肉 眼的 二上葉及 ビ中葉 一麻 實大乃至米粒大 ノ結

節多薮 ヲ認メ籔個相集合 シ周 園 二 充血 ヲ示 スモ ノア

リ。 下葉 ニモ稽 ち多轍粟粒大 二至 ル結 節 ヲ獲生 シ、背

面 二於 ケル1個 ハ白色 牛米粒大 ニ シ テ 表面 ゴリ強 〃

隆起 ス.

顯微鏡的 ニ ハ表 暦二近 キ肺 胞 ノ著明 二 橿 張 セルモ ノ

ア リ。一般 二肺胞 内二 ・・少 藪 ノ大 輩核細胞 ヲ遊 離 シ.

一部表面 二近 ク精 く廣汎 ナ ノし大 軍核細胞性寝潤 竈 ヲ

有 ス,

中、小血管周園、若 クハ之 二接 シ著 明ナル小圓形細

胞浸潤 竈多数 ヲ詮 明 シ、屡 く大軍核細胞浸潤 竈 ト混

在 シ、 雨者 ノ配列 不整ニ シテ全骸 ノ形不規 則 トナル。

病竈 内一般 二 偶 「エ」嗜好性 白血球 ノ浸潤強 〃、 充血

著明、時 二出血 ヲ示 ス。精 く大 ナ ル 血管壁 モ細胞浸

潤 ヲ蒙 リ、 内膜肥厚 シ管腔 ノー部狭 窄 セ ラレタ ルモ

ノ叉浸潤竈 内二全 ク 栓塞 セラ レタルモ ノヲ見 ル コ ト

ア リ。

左側圭氣管枝結紮肺所見:

大 サ・5×2・5× 」・0(cmノ 全葉 完全 ナル康 汎性 「ア」

二昭 リ、 下葉 背面 二不規 則 ナ ル 小浸潤竈 ノ集合 ヲ認

ムル外、 肉眼的ニ ハ少激針先大 ノ表面 ヨ リ隆起 セル

小結節 ヲ認 ムル ノミ。

顯微鏡 的ニ ハ肺胞 中隔 ハ弛緩 シ細胞 二富 ム。圭 トン

テ小 四形細胞及 ビ 少鍛儒 「エ」嗜好性 白血 球 ヲ混 ズ。

肺胞 バー般 二牧縮 シ、多数萎縮 セ ル 大輩 核細 胞 ヲ壁

立性若 〃ハ遊離性 二存 シ赤血球 ヲ 混 ズルモ ノア リ。

叉肺胞内 二稽 く多藪大 輩核細 胞 ノ籔個相融 合 セル ガ

如 キ多核巨態細胞 ヲ謹 明ス。 中隔 内所 々限 局性 二、叉

小血 管周 園 二極 メテ小、痕跡 的 ナ ル 小圓形細胞性浸

潤竈 ヲ認 メル。叉表面 二近 ク大 輩核細胞 ヨ リ成 ル疏

懸 ナル寝潤竃 ヲ存 シ、形不整 ニ シ テ 少倣小圓形細胞

ノ混入 ヲ示 スモ ノヲ見 ル
,

中・小氣管枝虚脱 二隅 引管壁肥 厚、 上皮細胞精1攣

性所見 ヲ呈 スル モ内腔特 二瀦潔物 ヲ容 レズ.

第3節 第 ・・・…tb實験 成 績 概 括

結核菌ノ血管内注入後比較的早期(1週 後)、 即

チ結核菌ガ爾側肺二卒等二播種サレ未ダ著 シキ

病竈テ作 ラザル時期二於テ1側 圭氣管枝 テ結紮

シ同側肺ラ全 ク急性廣汎性「ア」二陥 レ、術後4

週 ラ経 テソノ病慶 テ見ルニ、・反封側非「ア」肺二

於 テハ 封 照無 塵 置動 物 ト同様 粟 粒 大 二至 ル 小結

節 多数 テ資 生 シ、 組 織 學 的 二定 型 的 縮 核 結 筋 ノ

像 テ呈 六ル ニ封 シ、 「ア」肺 ニ ノ・肉 眼 的 ニ ノ・認 ム

ベ キ結 節 ノ藪 極 メ テ砂 ク
、 或 ハ全 〃之 テ謹 明 シ

得 ズ。 顯 微 鏡 的 ニ ノ・限 局 性 浸 潤 ノ・極 メ テ輕微 二
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シテ、 圭 トシテ小 圓形 細 胞 旨 リ成 ル小 浸 潤 竈 ニ

シテ、 組 織 球 性 細胞 及 ビ類 上 皮 細 胞 テ有 ス ル モ

ノハ極 メ テ稀 デ アル。

次 二感 、染後 梢 ≧晩 期(第4週)、 即 チ既 二結 核病

竈 ノ完 成 セ リ ト思 ハ ル ル時 期 二於 テ結 紮 テ施 ス

モiア 」肺 ノ結 節形 成 ノ・著 明 二輕 微 トナ リ、 肉 眼

的 二全 ク之 テ認 メ ザ ル モ ノ、 叉 著 シ ク小 且 少 数

トナ ル モ ノア リ.稀 二梢 支大 ナル結 節 ラ有 シ肉

眼 的 二反 封 側 肺 トノ差 明 カ ナ ラ ザ ル モ ノモ顯 微

鏡 的 ニ ノ・中央 部 ノ組 織 球 性 細胞 及 ビ類 上 皮 細 胞

ノ・極 メ テ砂 ク之 一反 シ テ外 層 ノ小 圓 形 細 胞 ノ浸

潤 ノ・顯 著 デ ア ル。 即 チ本 實 験 二依 リ、 感 染 後 早

期 二 「ア」二陥 ラ シメ タ ル モ ノノ、極 メ テ顯 著 二病

竈 ノ褒 生 テ阻 止 セ シメ、 比 較 的 晩期 二於 テ モ尚

著 明 ナ ル 病 竈 治癒 作 用 チ 有 スル モ ノナ ル コ ト

テ知 ル。

第↓章 氣管枝結紮後ノ結核肺ノ攣化

(第2實 験成績)

第1節 氣管枝結紮後2週 群所見

本 群 ノ・結 核 家 兎7頭 ヨ リ成 ル。 内4頭(第391-

394號)ノ ・氣 管枝 結 紮 後2週 自Pチ感 染 後5週 一 テ

屠 殺 シ、3頭(第387,388,※4號)ノ 、封 照 ト シ

テ無 庭 置 ノマ ・感 染 第3週 二於 テ剖 見 シ氣 管 枝

結 紮 當初 ノ病 攣 テ検 シタル モ ノ ニ テ、 ソ ノ成 績

ノ概 括 ハ 第1表 二示 ス。

即 チ本實 験 開 始 時 感 染 第3週 二於 テ、 封 照 無塵

置動 物 ノ・肺臓 各 葉 二嬰 粟 粒 大 ヨ リ粟 粒 大 二至 ル

小結 節 多 数 ラ登 生 シ、 顯 微 鏡 的 ニノ・肺 胞 中 隔 ノ

肥 厚拉 二著 明 ナ ル禰 蔓 性 細 胞 浸 潤 テ示 シ、 ソ ノ

主 ナ ル モ ノノ・大 輩 核 細 胞 及 ビ小 圓 形 細胞 ニ シテ

少 撒 多核 白血 球 テ混 ズ ル モ ノア リ。 梢 く多 数 中

隔 内若 クノ・小 血 管 二近 ク結 節 ノ形 成 テ認 メ、 大

輩 核 細 胞 、 類 上皮 細 胞 及 ビ之 テ取巻 ク小 圓 形 細

胞 ヨ リ成 リ、 ソ ノ配 列 ノ、下i脈不 整 ニ シテ 内 二多

核 白血 球 テ混 ズ ル モ ノテ見 ル。 叉 附 近 ニ ノ・稀 二

亘 態 細 胞 テ謹 明 ス。 肺 胞 内 ニノ・特 二細胞 ノ遊 出

ラ認 メズ。 而 シテー般 ニ ソ ノ病 髪 ノ程 度 ノ・爾 側

肺 ノ間 二差 異 ヲ認 メ難 イ。

今 上記 ノ如 キ病 竈 テ有 スル時期e=・於 テ1側 肺 テ

廣 汎 性 「ア」一導 キ2週 日 テ経 過 シタル モ ノニ就

キ爾 側 肺 所 見 テ比 較 ス レバ次 ノ如 シ。

即 チ本 群 氣 管 枝 結 紮 家 兎4頭 中 、 術 側 肺 二高 度

ノ廣 汎 性 「ア」テ爽 生 セル モ ノ3例(第391,393,

394號)、 及 ビ虚 脱 後 再 伸展 シ反 ツテ氣 腫 状 テ呈

スル モ ノ1例(第392號)テ 得 タ。

反封側非結紮肺ノ・各例共容積膨大 トナリ輕度 ノ

氣腫 テ呈 シ、肉眼的二稚 く多数 ノ嬰粟粒大二至

ル結節 テ獲生 シ、時二少数二過ギザルモノガア

ノレo

之 二封 シ「ア」肺 ノ・結 節 ノ数 及 ビ大 サ ニ於 テ 肉眼

的 拉 二顯 微 鏡 的 二既 二著 明 ナ ル減 少 ラ示 ス.(附

圖V参 照)

即 チ限 局 性 結 節 性 浸 潤 竈 トシテ反 封 側 非 結 紮 肺

ニノ・梢 ≧多 撒 下i駅大 ナ ル モ ノテ有 シ
、 厘 篭大 軍

核 細 胞 及 ビ時 二類 上皮 細胞 ラ含 ミ、 定 型 的 ノ結

核 結 節 像 テ形 成 ス ル モ、 外 層 ノ小 圓形 細 胞 ノ浸

潤 ノ・比 較 的 輕 微 デ アル。 然 ル ニ「ア」肺 二於 テノ・

結 節 ノ数 極 メ テ砂 ク 主 ト シ テ 小 圓形 細 胞 ヨ リ

成 リ、 梢 く大 ナ ル モ ノ ト難 モ外 層 小 圓形 細 胞 ノ

浸 潤 ノ・非 結 紮 側 二比 シ遙 カ ニ著 明 デ ア ル。

弦 二興 味 アル ノ・一 旦虚 脱 牧 縮 後 氣 管 枝 ノ結 紮 不

全 ノ タ メ再 伸、展 セ ル1例(第392號 附 圖V)ノ 所

見 ニ シテ、 術 側 肺 二於 ケ ル結 節 ハ 肉 眼 的 二既 二

著=シ ク輕 少 ニ シテ、顯 微鏡 的 ニモ小 圓 形 細 胞 ヨ

リ成 ル限 局 性 小浸 潤 竈 ノ・梢 為少 数 ナ レ ドモ、 ソ

ノ中 二多核 白 血球 ヲ混 ズ ル モ ノテ認 メ、 又 之 等

ト別 二梢 ヒ多数 圭 ト シテ大 輩 核 細 胞 ヨ リ成 ル境

界 不 規 則 ナル浸 潤 竈 ラ誰 明 シ、 ソ ノ外 層 二於 ケ

ル小 圓 形 細 胞 性 浸 潤 ノ著 シカ ラザ ル モ ノテ認 ム

ノレコ トガ ア ル
o

即 チ本群所見一ヨリ「ア」肺内結核病竈ハ既二結
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紮 術 後2週 ニ シテ可 成 リ著 明 ナ ル影 響 テ蒙 ル モ

ノナ ル コ トラ知 ル。

今 本 群 動 物 中、 代 表 的 ナ ル3例 ノ所 見 テ次 二掲

ク㌔

第1例 第387號 家兎(封 照ノ

肺臓大 サ 左6×3×1.0(cm)右5.5×3.5x1.5

(cm)

肉眼的 二各葉 表面 二多数嬰粟粒 ヨ リ粟粒大 二至 ル結

節 ヲ密獲 シ、 雨側 間 二差異 ヲ認 メズ。

顯微鏡的 二肺胞 中隔 著明二肥厚 シ、内 二主 トシテ大 輩

核細胞及 ビ小 圓形細胞 ノ禰 蔓性浸潤 強 〃、少 倣多核

白血球 ヲ混 ブ。 中隔 内所 々限局性 二大 軍核細胞 並 二

類 上 皮細胞 及ビ之 ヲ取巻 ク小圓形細胞 等 ノ浸潤 ア リ。

細胞 ノ配列特 二 判然 タ ラズシテ、少数 多核 白血球 ヲ

混 ズ。 其他 中小血管周園叉 ・・氣管枝周園 二小圓形細

胞 ノ浸潤 ヲ謹明 スル。而 シテ雨側肺 ノ問二限 局性浸

潤 ノ倣及 ビ程度 二於 テ筈 シキ相違 ヲ認 メナ イ。

第2例 第39↓ 號家兎

右 側非結紮肺所 見:

容積 膨大 大 サ7×5×2(cm)周 縁部 氣腫状 ヲ呈

シ肉眼的 二各葉表面 二 嬰粟粒大灰 白牛透 明結節稽 く

多数 ノ獲生 ヲ認 ム。

顯微鏡 的 二(附 岡V皿)一 一般 二肺胞 ノ振 張 ハ吝il月ナラ

ズ。 肺胞 中隔内細胞 浸潤 稽 く弧 ク叉輕度 ノ水腫 ノタ

メ塵1ソ ノ厚経 ヲ培 ス。 中小血 管周 園蛇 二之 二接 シ,

叉 中隔 内限局 性 一一梢 く多数小 圓形細胞 性浸潤 竃 ヲ証

明 シ、小結節状 ヲ呈 シ、屡{稚 ζ大 トナ リテ中央 二

大 箪核細胞乃至類上皮細胞 ノ集結 ヲ有 シ定型 的頬上

皮細 胞結節 ヲ形 成.スルモ ノア リ。叉稀 一 大 軍核細胞

・核相集 合 シー ツ ノ巨態細胞 ヲ形成 スルが 如 キモ ノ

ヲ認 ム。

左 側 主氣瞥枝結紮肺所 見:

容 積極 メテ小、大 サ4.5×3.5×0,5(cm)令 ク贋汎

性 「7」二昭 ル。表 面嬰粟粒 大 二至 ル 灰 白色結節稽 く

多敬 ヲ密登 シ、 肉眼的 ニハ反封側肺 ト ノ差顯 著 ナラ

ズ。所 々帯黄色不規則 ナル小斑絞 竈 ヲ示ス。

顯 微鏡的 二(附 囲V皿)肺 臓 ハ高度 ニ シテ完全 ナル攻

縮 ヲ示 シ全 ク充實性 トナ リ肺 胞 ノ造構 ヲ認 メズ。 小

圓形細胞及 ビ大 軍核細胞 ノ禰蔓性寝潤 ヲ 蒙 リ、輕度

ノ水腫及 ビ少倣 ノ多 核白血球 ヲ混 ブ。 限局性浸潤 竈

トシテハ充實性組織 内 二極 メテ少敬極 ノテ 痕跡 的二

小 圓形細胞及 ビ大 輩核細胞 ヨ リ成ル結 節状 小集團 ヲ

示 スモ ノヲ認 ムルニ過 ギズ。

其他 中、小動脈管 ハ著 明 二 虚脱牧縮 シ、 中小静脈 管

バー・般 二修開 シテ 見 一・.氣 管枝 同様 中等大 ノモ ノニ

至 ルマデ高度 ノ攻縮 ヲ示 シ、 上皮細胞 厚サ ヲ 堆 シ全

ク接 著 シテ内腔 ヲ認 メブ。叉僅 カ ニ 樹枝状 ノ間隙 ヲ

有 スルモ ノアルモ内二瀦 溜物 ヲ容 レーご。

第3例 第393號 家兎 「氣管枝 内瀦 溜例)

右 側非結 紮肺所 見:

容積膨大、大 サ7×4×1.5(cm)稽 く氣腫状 ヲ呈

シ、 肉眼的二 ・・各葉 表面 二嬰粟粒 大二至 ル 隆起結節

少倣 ヲ認 メル。

顯微鏡 的 二肺胞 ハ特 二著 明 ナル振張 ヲ 示サ ズ。肺胞

中隔 ハ稽 こ著 明ナル禰蔓性細胞 寝潤及 ビ 輕度 ノ水腫

ノタメ ソ ノ厚輕 ヲま曾ス。 中隔内及 ビ中、小血 管周園叉

之 二近 ク酌 ζ多敬限局性 ノ小 圓形細胞寝潤 ヲ諦 明 シ、

屡 く小結節状 ヲ呈 シ、 ソノ稽 く大 ナルモ ノハ 中央 二

大軍核細胞 ノ集結 ヲ詔 ム。極 メテ稀 二 表面 二近 キ肺

胞 内精 く廣汎 二亙 リ大軍 核細胞 ノ弧 キ寝潤 ヲ示 シ、

内二少藪 多核 白血球 ヲ有 シ、 輕微 ナル 小圓形細胞 ノ

侵入 ヲ認 ムルモ ノア リテ、 ソノ配 列 ・・不整 デ アル。

特 別ナル充血 及ビ乾酪攣性 ヲ認 メ ズ。 氣管枝周園 淋

巴濾胞 内二大輩核細胞性集籏 ヲ有 スル モ ノヲ見 ル。

左側圭氣管枝結紮肺所見:

大サ5・5×4×1・0(cm)全 葉 廣汎性 「ア」二昭 ル。

各葉 表面 二細葉性 ノ分泌物瀦溜性 ノ浸潤 竈 ノ獲 生 ヲ

有 スルモ、特 二表面 ヨリ隆起 セ ル 結節 ノ形成 ヲ認 メ

ズ 之 ヲ切割スル ニ割面 ヨ リ乳 白色粘稠物質 ヲ洩 ヌ。

顯微鏡 的 二肺組織 ハ全 ク充實 性 トナ け、肺胞 ノ造構 ヲ

失 ヒ、小 圓形細胞並 二大 軍核細胞 及 ビ 少鍛 多核 白血

球 ノ禰蔓性浸潤 ヲ蒙 リ、精 く著明 ナ ル 水腫液 ノ存在

ヲ諦 明ス。充實性組織 内所 々限局性 二 大 軍核細 胞 ヨ

リ成 ル浸潤竈 ヲ登見 ス。該浸潤 竈 ハ 全鵬 トシテ形 不

整 ニ シテ、細胞 ・・少販相密接 シ、 叉砥 蹟 懸 二 集結

スル コ トア リ・特 二周圏 ご著明ナ ル 浸}閏ヲ認 メ ズ。

其他極 メテ稀 『全 ク小圓形細胞 ヨ リ成ル精 く大 ナル

結 節状浸潤 竈 ヲ認 ムル コ トア リ。

血 菅虚暁、特 二充血 ヲ示 サブご、周園 二輕度 ノ小圓形細

胞 ノ浸潤 ヲ認 ム。 氣瞥枝 ノ虚脱高度 ご シテ 管壁肥厚

上 皮細胞重畳 シ、周 圏 ニハ 小圓形細胞 及ビ 多 核白血

球 ノ浸潤 ヲ示 シ、 独i隆ナル内腔 ニ ハ圭 〉シテ 多核 白

血球及 ビ大輩核細胞 ヨ リ成 ル細 胞 性瀦溜物 ヲ充填 シ、

時 二内腔 ノ反 ツテ著 明二腿迫振 張 セ・しモ ノア リ。
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第2節 氣管枝結紮後4週 群所見

本 群 ハ結 核 家 兎6頭 ヨ リ成 ル。内4頭(第395-

398號1・ ・氣 管枝 結 紮 後4週 テ経 過 シ タル モ ノニ

テ、 術 側 肺 ノ・何 レモ高 度 二牧 縮 シ、 極 メ テ著 明

ナ ル廣 汎性 「ア」二陥 リ、 顯 微 鏡 的 二各例 共 完 全

牧 縮 型 二厩 ス。2頭(第 ※(:,※8號)ノ ・封 照 トシ

テ無 虎 置 ノマs放 置 シ實 験 終 了時 即 チ感 染 後7

週 ノ病 攣 ラ検 シタ ルモ ノニ テ、 ソ ノ實 験 成 績 ノ

概 略 ノ・第1表 二示 ス。

帥 チ封 照 無 庭 置動 物 二於 テノ・肉 眼 的 二 各菓 播 種

性 二多 撒 嬰 粟 粒 大 乃 至 粟 粒 大 ノ結 節 テ獲 生 シ、

顯 微 鏡 的 ニ ノ・肺 胞 中隔 二於 ケル梢 く多数 ノ限 局

性 小 浸潤 竈 及 ビ血 管 二近 接 スル大 小 多 撒 ノ所 謂

類 上 皮 細 胞 性 結 衛 ノ形 成 チ示 シ、 一般 二雨 側 肺

ノ間 二差 異 アル テ認 メナ ィ。 而 シテ實 験 動物 非

結 紮 肺 二於 ケ ル病 竈 ノ・封 照 動 物 二比 較 ス レバー

般 二租 く輕 微 トナ ル傾 向 斗認 メル ガ、 爾 肉 眼 的

ニノ・稚 ζ多撒 ノ結 節 ノ 獲生 テ 有 スル モ ノガ ア

ノレo

然 ル ニ 「ア」肺 二於 テ ノ・病 竈 何 レモ極 メ テ輕 微 ト

ナ リ、 肉 眼 的 二僅 カ ニ嬰 粟 粒 大 二達 スル モ ノ極

メ テ少 数 テ獲 見 ス ル ニ過 ギ ズ(第396,397,398

號 、 附 圖VP叉 全 ク結 笛 テ誰 明 シ 得 ザ ル モ ノ ガ

アル(第395號)。 顯 微 鏡 的 ニ ノ・充 實 性 組 織 内 一・一・

於 ケ ル極 メ テ輕 微 ナ ル限 局 性 ノ小 圓 形 細 胞 ノ集

結 ノ存 在 ニ ヨ リテ結 節 ノ痕 跡 テ認 ム ル ニ過 ギ ナ

ィ(附 岡Ix参 照)。

筒 本 群2例 ノ結 紮 肺 二於 テノ・著 明 ナ ル氣 管枝 内

瀦 溜 像 テ示 ス モ ノア リテ、 肉 眼 的 二雨側 肺 ノ病

慶 ノ差 異 明瞭 ナ ラザ ル ガ如 キ モ、顯 微 鏡 的 二瀦

溜 竈 ハ全 然 別 個 ノ蔓化 ニ シテ、 限 局 性結 節 ノ畿

生 ト シテハ他 ノ例 ト同様 極 メ テ痕 跡 的 トナ リ1

例 ニ ハ全 ク之 テ欲 如 ス(第396號)。

本 群 二届 スル代 表 的3例 ノ所 見 テ次 二掲 グ,

第1例 第398號 家 兎 「附圖VI,IX及 ビX」

右 側非結紮肺所見:

大 サ6×3x2(cm)肉 眼的 二各葉殊 二上葉 二納 く

多 藪盟¥ξ粒 たヨ リ粟粒大 二至ル形稽 く不整 ナル 炭白

隆起結 楕 ノ獲生 ヲ示 ス。顯微鏡的 二 肺胞 ハ特 二著 シ

キ振 張 ヲ認 メズ、内 二細胞 ノ遊 走 ヲ見 ナ イ。 肺胞 中

隔 バー般 的 二肥厚 シ、 充血性 ニ シテ 大 軍核細胞 及ビ

小圓形細胞 ノ著明 ナ ル 寝潤 ヲ蒙ル。小血 管周園及 ビ'

中隔 内限局性 二小 ナル小圓形細胞 ノ浸潤竈 ヲ有 ス。

更 二中、小血 管二接 シ叉表層 二近 ク精 ζ多鍛大 ナル

類 上皮細胞結節 ヲ登 生 シ小圓形細胞 ノ寝 潤強 ク細 胞,

ノ配 列相輻較 ス。多核 白血球 ノ關與 ハ稀 デアル。

稀 二氣管枝周園淋 巴濾胞 内 二巨態細胞 ヲ諦 明ヌ

左側 主氣管枝結紮肺所見:

容積極 メテ小、 大 サ4×2.5×0.5(c!n)高 度 ノ廣汎

性 「ア」二陥ル。表面雛嚢 ヲ有 シ、結節 ノ形成極 ノテ

輕微 ニ シテ肉眼的 ニ ハ僅 カニ上葉 ・・2個嬰粟粒大 ノ精一

く固 キ隆起結 節 ヲ認 ムル ノミ。顯微鏡 的 ニ ハ全組織

ハ完全 ナル取縮 ヲ示 シ、 弛緩密接 セ ル 肺胞 中隔 内 ニ

ハ著 明ナル大 軍核細胞 ノ禰蔓性浸潤 ヲ認 ム。限局性 一

病竈 トシテ ハ表 暦 二近 ク比較的疏懸 ナ ル 肺胞 中隔 内

二極 メテ少数輕微 ナル小圓形細胞性浸潤 竃 ヲ詮 明ス

ル ・ミデアル。 高度 二牧縮 セ ル 氣瞥枝 管壁周園 二輕

度 ノ細胞寝潤 ヲ認 ムルモ、内腔 二特別 ナ ル 瀦 溜 ヲ示こ

サ ズ。

第2例 第395號 家 兎

右 側非結紮肺所見:

容積膨大、大 サ7×3×2(cm)稚 ζ氣腫状 ヲ呈 シ、

肉眼的二嬰粟粒大乃至粟粒大 ノ隆起結節少数 ヲ詮岨

シ、境 界稽 く不鮮明/モ ノ或 ハ鮮 明 ニ シテ 白色 化 セ

ルモ ノア リ。

顯微鏡 的二肺 胞 ハ稽 く振 張 シ中隔 内 一 輕度 ノ大 軍枝

細胞 ノ屠加 ヲ認 ム。表面肋膜 二 近 ク1個 所大軍 核細 ・

胞 ヲ以 テ全 ク埋 メラ レ・タル数個 ノ肺 胞 ヨリ成 ル病 竈

ア リ。周 園 二・・何 等充 血蛇 二 細胞浸潤 ヲ認 メ ズ。共

他肺胞 内ニ ハー般 二細 胞 ノ遊出 ヲ見 ナ イ。肺 胞 中隔

内限局性 二、叉 中小血管周園及 ビ之 二 接 シテ小 ナル

小圓形細胞性浸潤 竃稽 ζ多数 ヲ認 メ、 稀 二内 二少倣

ノ大箪 核細胞 ヲ混 フご。 叉 中等大 血管 内及 ビ 局園 二多・

核 白血球 ヲ稽 ち多数謹 明 アル部 分ア リ。

左側 圭氣管枝結 紮肺所見:

容積極 メテ小、大 サ4×2.5×0.5(cln)全 ク高度 ノ

廣汎性 「ア」二陥ル。表面 繊髪 ヲ有 シ 小斑絞 状 ノ隅浸

ヲ示 ス.肉 眼的 ニハ認 ムベキ隆起結 節 ノ獲 生 ナ シヶ

割面血1・{:一=乏シク、特 二氣管枝内 ・瀦溜 ヲ見 ズ。
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顯微鏡的 二肺組織 ハ完全 ナル牧縮 ヲ示 シ、中央大部分

ハ金 ク充實 性組織 トナ リ、禰蔓性 二 細胞 ノ浸潤 ヲ蒙

り、周縁部 ハ極 メテ菲薄 ナル中隔密接 シ暦状 二蛙列

ス.… 般 二赤血球 ハ均等禰蔓性 二分布 シ特 二限 局セ

ル 充血若 クハ出血 ヲ示 サズ。挾隆 ナル肺胞 内ニハ屡 ζ

大 軍核細胞 ノ遊出 ア リ。時 二 不規則精 ζ唆汎 ナル部

分 二亙 リソノ原形質 相密接 シ辛 ジテ細胞 ノ境界 ヲ識

別 ン得ル モ全 ク相融 合 スルモ ノア リ。細胞核 ハ 圓形

若 クハ楕圓形 ニ シテ 核膜 鮮明ナルモ 「〃 ロマチ ソ」二

乏 シ。

其 他限 局性浸潤竈 トシテハ所 々一小 圓形細胞 ノ痕跡

的集結 ヲ謹明 スル ・ミデアル。血管、氣 管共 二高 度

ノ取縮 ヲ示 シ、氣瞥枝 内ニハ特 二瀦 溜 ヲ示サ ズ。

第3例 第396號 家兎 「氣管枝 内瀦溜例)

右 側非結 紮肺所見:

容積 膨大、大 サ7×5×2(cm)肉 眼的 二全葉 ヲ通

ジ嬰粟粒 大隆起結節数個 ・獲 生ヲ認 ムノレ・ミ。

顯微 鏡的 二之 ヲ検 スルニ肺胞特 二披張 ヲ見 ズ、肺胞 中

隔 ハ穂;浮 腫性 二 肥 厚 シ輕度 ノ儒 「エ」多核 白血球 ノ

寝 潤 ヲ示 ス。肺胞 内時 二浮腫液 ヲ容 ル ・モ ノアルモ、

一 般 二細胞 ノ遊離 スルモ ノ・・稀 デアル。切片 中二稽 く

大 ナル 【Fち不規 則ナル細胞浸潤竈2個 ヲ讃 明ス。類 上

皮細胞、大 軍核細 胞及ビ小 圓形細胞 ヨ リ成 ルモ ソノ

配 列整然 タ ラフご 叉極 メテ少数 中隔 内限 局性 二 叉 小

血管周園 二輕微 ナル小圓形細胞 ノ浸潤竃 ヲ認 ム。

第3節

左 側圭氣管枝結紮肺所 見:

大 サ5×3×1(cm)全 葉著明 ナル廣 汎性 「ア」二

昭ル。 一一般 二ZF滑 ニ シテ表面 ヨ リ美 麗 ナ ル 細葉 性寝

潤 竈 ヲ透 見 シ切割 ス レパ氣管枝 断 ロ ヨ リ乳 白色濃厚

瀦 溜液 ヲ盗i出ス。肉眼的 二隆起 セル結節}・シ テ 上葉
へ

表面 二白色嬰粟粒大 ノt/1個 ヲ認 ムル/ミ デァル。

顯微鏡 的 二肺組織 ハ高度 ノ牧縮 ヲ示 シ、表 層ヅ ー部

ヲ除 キ殆 ソ ド全 〃實質性 トナル。

殆 ソ ド凡 テ ノ氣管枝 ハ内二圭 トシ テ 儒 「エ」多核 白血

球 ヨリ成 ル分泌物 ヲ弧 ク充墳 シ圓形 二 振張 ス。 然 シ

乍 ラ ソ ノ上皮細胞 ハ ヨク保存 サ レ 何 レモ ソ ノ高サ ヲ

増加 シテヰル。

實質性 ノ肺胞 中隔 内 二・・特 二著明 ナ ル 充血 ハ認 メナ

イガ儒 「エ」嗜好性 多核 白血球 ノ浸 潤強 ク、屡 く蟹質

性組織 内ニテ形 不整斑i紋状 二稽 く廣 汎 二 亙 ル多核 白

血球 ノ集團 ヲ認 メル。周 園組織 トノ境界 ノ・比較 的明

瞭 ニ シテ、細胞 ノ原 形質 ・・「エオ ジソ」嗜好 性 二 富 ミ

ソ ノ個 々ノ輪廓 ヲ認 メ得 ルモ細 胞核 ・・染色 悪 ク核破

確像若 ク・・既 島 消失 スル モ ノがアル。共他 表層肺胞

内ニモ同様 多核白血球 ヲ精 く多藪集團的 二 叉疏 懸 二

遊離 スルモ ノヲ見ル.更 二中等大若 ク ・・精 く大 ナル

血管 ・・管壁 ノ内外 二多敬小圓形細胞及 ビ 多核 白血球

ノ浸潤 ヲ蒙 リテ肥 厚 シ、小 ナル血管 ニテ全 ク栓 塞 セ

ル モ ノヲ見 ル。上記攣化 ノ外 二・・特 ら 結核 性 ト認 ム

ベキ限 局性 ノ病竈 ヲ詮 明 シ得 フご.

第二實験成績概括

以上テ総括 スルニ仁實験 二於 テ封照感染動物ノ・

實験 ノ前後(感 染後3-7週 〉テ通 ジテ、何 レモ

雨側肺臓 二嬰粟粒大 ヨリ粟粒大 二至ル結節 ラ多

撒播種状 二襲生 シ、顯微鏡的ニハ中隔内若 クノ・

小Ilif管附近 二定型的結核結笛 テ謹明 シ未グ乾酪

化 セズ。一般 二細胞 ノ配列ハ梢 く不整ニシテ内

二多核白血球 テ混 ズルモノアリ.而 シテ左右肺

ノ間rハ 病竈 ノ分布拉 二病攣 ノ性歌 二著 シキ相

違 ヲ認 メズ。

然ルニ實験動物 二於 テノ・氣管枝結紮後早期即チ

第2週 一シテ已二著 シキ影響 ラ蒙リ、「ア」肺ハ結

節 ノ撒及 ビ大 サニ於テ肉眼的拉 二顯微鏡的二著

シキ減少 テ示ス。而 シテソノ結節構成細胞 ・・圭

阜シテ小圓形細胞 ヨリ成 リ、組織球性細胞及 ビ

類上皮細胞 ノ關與ハ僅少 デアル。

更 二氣管枝結紮後4週 テ経過 スレベ 「ア」肺 ノ

病竈ハ尚一層輕微 トナ リ、何 レモ極 メテ少撒嬰

粟粒大以下ノ結節 テ存 スル ノミ。顯微鏡的ニハ

全 ク痕跡的ナル限局性圓形細胞 ノ集結 テ認ムル

程度 一テ、全 ク之 ラ謹 シ得ザルニ至ルモノガア

ノレo

但 シ本實験二於 テ注意 スベキ攣化 トシテへ 氣

管枝結紮肺肺胞内二屡 ≧多撒大軍核細胞 ノ遊走

ラ不 スモノアルコト及 ビ梢 丸高度 ナル氣管枝炎

性滲出物 ノ瀦溜 テ示 スモ ノノアルコトデアル。

術本實駿雨群 テ通 ジテ實験動物 ノ反封側非結紮

肺 ノ病攣 が 一般 二封照動物 二比較 シテ租 く輕微

トナル傾向ラ示ス。
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第5章 総括拉二考按

1實 駒 的結 核肺 二及 ボス閉鎖性 「ア」ノ影響

以 上 著 者 ノ・本 編 第1,第2實 験 ニ ヨ リk氣 管枝

結 紮 ニ ョ ッテ惹 起 セ シメ タル廣 汎 柱肺 「ア」ノ・同

側 肺 内 ノ結 核 病 竈 テ著 シク輕 微 二導 ク コ トテ知
　

ツ タ。 而 シテ ソ ノ影 響 ハ著 者 ノ用 ヒタル感 染程

度 二於 テノ、感 染1週 後 ノモ ノニ封 シテノ、極 メ テ

著 明 ～ 更 二相 當病 竈 ノ進 捗 セル モ ノ(感 染 ら

週)二 封 シテ モ亦 顯 著 ナル治 癒 作 用 テ幾 揮 シタ。

文 獣 ニ ョ レバ實験 的 二結 核 肺 二閉 鎖 性 「ア」テ惹

起 セ シメ ソ ノ影響 ラ 見 タ ル モ ノ ニAdamsu.

Vorwald(1932)トP.Bezza(19331/2報 告 ガ

アル。

Adams等 ノ・犬 二就 イ テ種 々 ナ ノ・経 路(血 行 性 、

氣 管 枝 性 及 ビ直接 肺臓 内)ヨ リ結 核 菌 ノ感 染 テ

試 ミ、 感 染 後2乃 至6週 後 氏 等 ノ硝 酸 銀 ニ ヨル

所 謂 氣 管 枝 内膜 腐 蝕 法 ニ ヨ リ 「ア」テ 惹 起 セ シ

メ、 其 後3週 ヨ リ5ケ 月 二及 ビ影 響 子見 タル モ

ノニ シテ、 ソ ノ結 果何 レ ノ部 位 ヨ リ接 種 スル モ

虚 脱 肺 葉 ト正 常 肺 葉 トノ聞 ニ ノ・著 明 ナ ル差 異 テ

示 シ、 後 者 ニハ 多 数 ノ結 節 テ蕨 ぞkスル ニ拘 ラズ

「ア」肺 葉 ニノ・常 ニ ソ ノ数 妙 ク且 ソ ノ大 サ ノ小 ナ

ル コ トテ認 メ テ ヰ ル。 叉顯 微 鏡 的 二 「ア」肺 病 竈

内 ノ結 核 菌 ガ含 氣 性 組織 内哨 竈 ノモ ノニ比 較 シ

テ極 メ テ速 カ ニ消 失 スル 事 實 ニ モ 注 目 シテ ヰ

ル。 更 二氏 等 ノ・直 接 左 側 肺 動脈 ヨ リ結 核 菌 テ注

入 シテ後 、 同 側 ノ氣 管枝 テ閉 塞 シタル所 、 濃 厚

二感 染 テ蒙 リタ ル 「ア」肺 ヨ リモ、 反 封 側 肺 二反

ツ テ高 度 ナル 病 竈 ノ麓 生 テ見 タル コ ト等 ・・著 者

ノ本 編 及 ビ前 編 二於 ケル實 験 成 績 テ裏 書 キ λル

モ ノ トシテ甚 ダ興 味 ご}覧エ ル。 尚 同氏 等 ハ氣 管

内接 種 ニ ヨ リ獲 生 セ ル結 核 性 室 洞 ガ氣 管 枝 閉 鎖

ニ ョ リ完 全 二閉 鎖 シ結 締 織 ニ ヨ リ置 換 サ レタ ト

述 べ テ ヰ ル。

次 二P.Bezzaノ 實 瞼 ・・家 兎 二就 イテ1 .側 二E氣

管 枝 テ結 紮 シ タモ ノデ、 牛型 結 核 菌 ノ静 脈 内接

種 後2乃 至3週 一 シテ 「ア」チ幾 生 セシメタ ル所 ・

氣 管 枝 結 紮 肺 ノ病 竈 ハ何 等輕 快 テ示 サザ ル ノ ミ

ナ ラズ 反 ツ テ時 ニ ノ・ソ ノ増 悪 テ認 メ タ ト云 フ ノ
=

ア ア ル 。

今 ソ ノ原 著 テ手 ニ シ得 ザル タ メ實 験 ノ詳 細 ノ・暫

明 シナiガ 、 同氏 ・・ソ ノ第1實 験 、 帥 チ氣 管 枝

結 紮 後3乃 至10週 ニ シテ 同様 感 染 ラ 試 ミタ場

合 ニ ノ・「ア」肺 二於 ケル結 核 病 竈 ノ著 シ ク輕 微 ト

ナ ル コ トテ認 メ テ居 リ、 コ ノ第2實 験 二見 タ ル

「ア」礎 生 一 ヨ ル病 竈 ノ増 悪 ・・氣 管枝 閉 塞 ニ ヨツ

テ結 核 性物 質(tuberku16seMasse)ノ131三 出 ガ障

碍 サ レタ コ トニ基 因 入ル モ ノ ト考 ヘ テ ヰ ル。

閉鎖 性 「ア」肺 二於 ケル氣 管 枝 内瀦 溜 二就 イ テハ

著 者 モ之 二留 意 シ己 一屡 く論 及 シタ 所 デ アル

ガ、 仁實験 二於 イ テモ結 紮 動 物15頭 中7例 、即

チ46.6%ニ ソ ノ叢 現 テ見 タA

襲 二著 者 ハ 第2編 二於 テ閉 鎖 性 「ア」肺 二結 核 感

染 携施 シタ ル場 合 、 感 染 菌,llソ 檜 加 ト共 二氣 管

枝 内瀦 溜 ノ頻 度 ト程 度 テ」曾大7.ル 傾 向 ノ ア ル1

ト=1認 メ タ ガ,本 實 験 ノ如 キ感染 菌 量 二於 テハ

既感,染肺 ナ ル ニ拘 ラズ瀦 溜 ノ程 度 特 二=著明 トナ

ラズ、 且顯 微 鏡 的 二結 核 病 竈 トハ常 二別 個 二存

在 シ ソ ノ タ メニ結 核 竈 ノ悪 化 テ示 ス ガ如 キ所 見

テ認 ノナ ヵ ツ タ.ソ ノ頻 度 モ大龍 健 常 動 物 氣 管

枝 結 紮 ノ場 合(42%)ト ヨ クー致 シ、 寧 ロ結 核 罹

患 肺 二就 イテ ソ ノ主 氣 管 枝 ザ全 ク閉 鎖 セル ニ拘

ラ ズ ソ ノ牛 数 以 上(53.49の ・・何 等 分 泌 物 ノ瀦 溜

テ來 サ ナ イ ト云 フ ・1トハー 面 以 テ 奇 卜人ベ キ現

象 ト考 ヘ ル。

皿 反封側非結紮肺病竈 ヘ ノ影響

一 般 二爾 側 ノ肺 臓 ガ結核 二侵 サ レタル トキ、1

側 肺 テ虚 睨 二導 ク ゴ ト・他 側 肺 二過 重 ナ ル 負澹

テ與 ヘ ソ ノ病 竈 テ刺 戟 シ再燃 若 ク ハ愉 悪 テ來 人

モ ノ ト考 ヘ ラ レテ 牛ル ガ、 又實 際 二於 テ重 患 側
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二 人工 氣 胸 テ施 シテ反 ツ テ反 封 側 モ術 側 同檬 ノ

良 結 果 テ得 ル コ ト ノアル ノノ・臨躰 上 ノ経 験 デ ア

ノレo

弦 二著 者 ノ・本編 實 験 二於 テ氣 管 枝 結 紮 動 物 ノ反

封 側 肺 病 竈 ガ封 照 非 結 紮 動 物 二比 較 シテー一般 二

梢 ζ輕 微 トナル傾 向 ノアル コ トテ認 メ タ.同 様

ナ事 實 テP.Bezzaモ ソ ノ實 験 成 績 中 二記 載 シ

テ ヰ ル が、 上記 臨躰 的事 實 ト相 照合 シ甚 ダ興 味

ガ アル。而 シ テBezzaノ ・ソ ノ原 因 ヲ反 封 側 肺 ノ

代 償 性 機 能 充 進 ニ ヨル タ メ トシ、 ソ ノ關係 ノ・氣

管枝 結 紮 前 二感 染 シタ モ ノ ト結 紮 後 二感 染 シタ

モ ノ ト ノ間 二差 異 ノ・ナ イ ト云 フ。

然 ル ニ著 者 ガ蛙 二氣 管 枝 結 紮 後 二於 テ血 行 性 感

染 テ試 ミタ モ ノデハ反 封 側 肺 病 竈 ガー 般 二封 照

非結紮動物 二比較 シテ梢 ≧高度 トナ リ、且結紮

後晩期二感染セルモ ノニ於 テー層著明 トナル傾

向テ認 メタ、(第2編 参照)。 惟フー之ハ結核菌

ノ血行性撒布 ト氣管枝結紮後 二於 ケル反封側肺

肺胞中隔 ノ解剖學的憂化 トノ關係 ニー致 スルモ

ノノ如 ク、帥チ結紮後時日テ経過 スルモノ程肺

胞 ノ憤張ノ・著明 トナリ、中隔壁 ガ菲薄 トナルタ

メ結核菌 ノ毛細血管 内栓塞 テヨリ容易ナラシメ

ルタメーヨルモノ ト考ヘ ラレル。

之二封 シテ既二組織内二菌撒布ヲ終了セル結核

罹患肺 二於 テハ「ア」ノ成立ニヨリ結紮肺同檬 二

反封側肺 二於 テモ組織球性細胞 ノ檜殖ガ誘獲 サ

レ之 ガ結核病竈 二作用 シテ結核病攣 ノ進展 テ抑

制 シ輕快 二至ラシメルモ ノト考ヘル。

m肺 結核治療法 トシテノ人工 的閉鎮性 「ア」ノ癒用

以 上3編 二亙 リ著 者 ノ・家 兎 二就 イ テ人 工 的 二嚢

生 セ シメ タル ー側 肺 ノ充 全 ナ ル 廣 汎 性 閉鎖 性

「ア」ガ實 験 的肺 結 核 二封 シテ極 メ テ有 力 ナル治

癒 作 用 テ有 スル コ トラ各方 面 ヨ リ謹 明 スル コ ト

ガ出來 タ。

果 シテ然 ラバ之 ラ人 艦 肺 結 核 ノ實 際 二鷹 用 シテ

以 テ ソ ノ治癒 作 用 テ期 待 シ得 ル可 能 性 ア リヤ否

ヤ テ検 討 スル コ トハ甚 ダ重 要 ニ シ テ興 味 アル問

題 デ アル。

嚢 二Prof.KnipPingノ ・1935年Difsseldorf

二開 カ レタ第17回RheinischWestfalische

Tuberkulosevereinigung一 於 テ 閉 鎖 性 「ア」

(Verschlussatelektase)二 關 スル講演 中 ソ ノ結

核 二封 スル 治 療 的 慮 用 ノ重 要 性 二 就 イ テ 言 及

シ、 コ ノモ ノノ、爾 未 グ實 験 的 範 圃 テ脱 シナ イガ

原 理 トシテ ノ・結 核 治 療 ニー 新 分 野 テ開 拓 シタモ

ノデ アル ト構 シテヰ ル。

抑 ≧各 種 虚 脱 療 法 ノ肺 結 核 二封 スル實 際 的 ノ数

果 二關 シテ ノ・今 日既 二何 人 モ異 論 ヲ挾 ム モ ノハ

ナ ィ。 而 シテ肋 膜 外 圭 氣 管 枝 結 紮 術 ニ ヨ リ惹 起

セル 廣 汎 性 閉 鎖 性 「ア」ハ絡 テ ノ虚 睨 療 法 ノ企 圖

ス ル所 ラ最 モ完 全 二具 現 セル理 想的 ナ ル肺 ノ盧

脱 状 態 ト樗 スル コ トガ 出來 ル。 然 シ乍 ラ之 レガ

實 際 ノ治 療 的 鷹 用 二當 リテ ハ氣 管 枝 閉鎖 ニ ョ ツ

テ生 ズ ルー 般 的 拉 二局 所 的 ノ障 碍 二就 イテ大 イ

ニ顧 慮 スル必 要 ガ アル
。

1)先 ヅー 側 肺 テ急 激 且 完 全 ニ ソ ノ瓦斯 代謝 ヨ

リ除外 ス ル タ メ ニ大 循 環 系 血 液 ノ酸 素 飽 和 度 ハ

著 シ ク低 下 テ來 ス コ トノ・諸 家 ノ動 物 實 験 成 績 ノ

ー致 スル所 デ アル
。(且ess,0.Bruns,堂 森 芳

夫 氏 、 武 田 義 章 氏及 ビ池 田 浩 藏 氏)、又 他 方 反 封

側 肺 ノ極 メ テ旺 盛 ナ ル代 償 作 用 一 ヨ リ比 較 的速

ヵ二正 常 値 二 復蹄 ス ル コ トモ 謹 明 セ ラ レテ ヰ

ル(武 田 氏及 ビ池 田氏) 。 然 シ乍 ラ人 禮 二於 ケル

之 等 ノ關 係 ノ・未 解 決 ノ問題 デ ァル カ ラ、 一 定 ノ

顧 慮 ヲ排 フベ キノ・勿 論 デ アル、 但 シ人 工 的 完 全

氣 胸 或 ハ肺 葉 切 除 等 ノ経 験 ニ ヨ リー 側 肺 テ完 全

二呼 吸 作 用 ヨ リ除 外 スル モ大 ナル 支 障 テ來 サ ザ

ル 事 實 ヨ リ徴 ス レバ人 禮 二於 テ モ亦 旺 盛 ナ ル代

償 作 用 ニ ヨ リテ ヨ ク之 二耐 工得 ル モ ノ トモ考 ヘ

ラ レル。

ノ ミナ ラズ有 馬 英 二 教 授 ガ人 工 氣 胸 肺 ノ場 合 二

唱 ヘ ラ レル如 ク、 閉 鎖 性 「ア」ノ場 合 二於 テ モ血

液 ノ比 較 的 酸 素 鋏 乏 状 態 ガ全 身 ノ臓 器 機 能 二封

シ賦 活 的 二作 用 シ全 身的 ニ ハ寧 ロ良 好 ナル影 響

テ與 ヘ ル コ トモ考 ヘ ラ レル。
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2)次 二氣 管枝 閉 鎮 ニ ヨ ツ テ生 ズ ル第2ノ 障 碍

ト構 スベ キ モ ノハ胸 腔 内歴 ノ急 激 ニ シテ且 著 明

ナ ル低 下 デ アル。 臨 林 上外 科 手 術後 二起 ル急 性

廣 汎 性 肺虚 睨 症 ガ急 激 二重 篤 ナ ル呼 吸 困 難 、 胸

内 苦 悶等 ノ症 状 テ登 シ屡 ≧死 ノ轄 蹄 テ トル事 實

ノ・、 術 後 肺 虚 脱 症 ノ原 因 ガ今 日未 ダ全 ク稗 明 セ

ラ レザ ル タ メ廣 汎 性 「ア」テ治 療 的 二慮 用 スル コ

トニ封 シテハ 甚 ダ シキ躊 躇 テ感 ゼ シメ ル。 然 シ

乍 ラ實 際 二於 テ廣 汎 性 「ア」ノ全 部 ガ斯 ノ如 キ爆

登 性 ノ症 状 テ呈 スル モ ノー ア ラズ シテ、厘 ヒX

線 像 ニ テ 廣汎 ナル陰 影 テ諦 明 シテ モ症 状 ノ極 ノ

テ緩 慢 ナル モ ノ若 クノ、全 ク之 テ鋏 如 スル モ ノ等

ノアル ゴ トノ・多数 臨休 家 ノ経 瞼 スル所 デ アル。

著 者 ノ・實 験 的 二動 物 ノー 側 圭氣 管枝 テ結 紮 スル

ニ大 多 撒 ノ・何 等 特 別 ナル 呼 吸 困 難 テ來 サ ナ カ ツ

タ。 家 兎 ハ元 來 縦 隔 膜 ガ張 靭 デ ア ル ヵ ラ コ ノ成

績 テ直 チ ー人 間 二當 嵌 メル コ トハ 出 來 ナ ィ。 人

ノ縦 隔 膜 ハ個 人 ニ ヨ リ爽 達 ノ程 度種 々 ニ シテ鹸

リニ繊 弱 ナ ル モ ノハ稀 レニ人 工 的氣 胸 術 ノ際 二

於 テ モ縦 隔 賓臓 器 ノ振 子 蓮 動 テ生 ジ重 篤 ナ ル症

状 テ呈 ス ル ゴ トガ アル ト云 ハ レテ ヰル程 デ ア ル

カ ラ(藤 井 爾 久 教 授)廣 汎 性 「ア」ノ如 ク胸 腔 内歴

ノ急 激 ナル憂 動 ラ生 ズ ル場 合 ニ ノ・著 明 ナ ル縦 隔

寳 臓 器 ノ動 揺(Mediastinalflattern)ニ ヨ リ重 篤

ナル 症 状 テ褒 スル モ ノ アル コ トモ念 頭 二置 カ ネ

バ ナ1ラナ ィ。 然 シ乍 ラ又 慢 性 肺 結 核 患 者 ノ實 際

二磨 用 ス ル ガ如 ギ場 合 二 ・・屡 く肋 膜 炎性 肥 厚 テ

有 スル タ メ ー多 ク ノ場 合或 ノ・斯 ノ如 キ配 慮 ノ・無

用 デ アル カ モ知 レナ ィ。 何 レニ ス ル モ外 科 的 疾

患 二於 ケル術 後 急 性 廣 汎 性 肺 「ア』ノ危 瞼 ノ・ 「ア

テ レ ク タ_ゼ 」+Xナ ル更 二別 ノ條 件 トノ共 同

作 用 ニ ヨ ツ テ惹 起 セ ラル ル モ ノ ノ如 ク、 之 アル

ガ 故 二 「ア」ラ治 療 的 二慮 用 ス ル コ トテ放 棄 ス ル

ニ ノ・尚 考 慮 ノ絵 地 テ存 スル。

3)第3二 氣 管 枝 閉 鎖 ニ ヨル最 モ嫌 フベ キ障 碍

ノ・術 側 肺 二於 ケ ル 氣 管枝 内瀦 溜物 ノ嚢 生 デ ア

ノレo

著者ノ・健常結紮家兎 二於 テモソノ42%二 種々

ナル程度 ノ氣管枝 内瀦溜 ノ出現二遭遇 シタ。 ソ

ノ頻 度 ノ・大 艦 武 田氏 及 ピWeinbergノ 場 合 ト

ー 致 スル。 而 シテ ソ ノ程 度 ノ・極 メ テ僅 少 ノ モ ノ

カ ラ肺 實 質 内 二細 葉 性 瀦 溜 竈 テ生 ズ ル モ ノ乃 至

ノ・氣 管 枝 肺 炎様 浸 潤 竈 ラ作 ル モ ノ ア リ、 叉 極 メ

テ高 度 ニ テ全 肺 ガ多 藪 定 型 的 ノ嚢 状氣 管 枝 旗 張

竈 二 化 スル モ ノ等 テ見 タ。

結 核 感 染 動 物 二於 テノ・ソ ノ頻 度 ノ・菌 量 ノ多 クナ

ル程 大 トナ ル ガ如 キ傾 向 テ見 タガ、 瀦 溜 ノ程 度

ノ・結 核 感 染 ノ有 無 及 ビ感 染 量 ノ大 小 トハ 直接 ノ

關 係 テ有 シテ ヰ ナ ィ。

斯 ノ如 キ氣 管 枝 内瀦 溜 ノ原 因 二 關 シテハ 種 々論

ゼ ラ レ、 著 者 ハ ソ ノ實 験 成 績 ノ所 見 ヨ リ本 質 的

ニ ハ ソ ノ登 生 テー 次 性 ノ室 間 充 填 性 ノ代 償 性 現

象 ト考 ヘ ル モ ノデ アル ガ、 一 部 二於 テ ハ明 カニ

氣 管 枝 炎 一 ヨル 炎症 性 産 物 テ含 ム モ ノ アル コ ト

ラ 否定 スル コ トハ 出 來 ナ ィ。 殊 二人 膿 ノ慢 性 ノ

結 核 罹 患 肺 等 ノ場 合、 ソ ノ氣 管 枝 ノ・常 二非 特 殊

性 乃 至 特 殊 性 炎症 テ蒙 ツ テ ヰ ル モ ノ ト考 ヘ ネ バ

ナ ラナ ィ故 二氣 管 枝 テ閉鎖 ス レバ恐 ラ ク多 少共

氣 管枝 内瀦 溜 テ 発 レル コ トノ・出 來 ナ ィ デ ア ラ

ウ。 ノ ミナ ラズ 化膿 菌 若 クハ腐 敗 菌 等 ノ介 准 ス

ル ガ如 キ場 合 ニノ、「ア」ノ醸 ス嫌 氣 性 環 境 ノ、容 易

二肺 膿 瘍 若 クノ・肺 壌 疽 テ登 生 シ或 ノ・氣 管 枝 籏 張

症 テ形 成 ス ル等 ノ危瞼 ガ充 分 ニ アル。 然 シ乍 ラ

ー 面
、 實 験 成績 ノ示 ス如 ク結 核 罹 患 一 テ而 モ大

量 感 染 テ蒙 リ長期 間 テ経 過 ス ル ニ拘 ラズ尚 何 等

氣 管 枝 内瀦 溜 テ來 サ ザ ル モ ノ アル 事實 ニ モ留 意

セ ナ ケ レバ ナ ラナ ィ。 實 二閉鎖 性 「ア」ノ實 際 的

慮 用 ノ,實現 性 ノ・コ ノ氣 管 枝 内瀦 溜 テ抑 歴 制 限 シ

得 ル可 能 性 如何 二懸 ツテ ヰ ル。

Nissenノ ・既 ニ コ ノ目的 テ 以 テ 氣 管 枝 二分 布 ス

ル迷 走紳 経 叢(Plexuspulmonalis)ノ 切 断 テ試

之或 ハ又 氣 管 枝 動 脈 ノ結 紮 等 テ併用 シテ見 タガ

ソ ノ結 果 ノ・不 幸 所 期 ノ目的 ラ裏 切 ツ タ。 或 ハ氣

管 枝 閉 鎮 二先 立 ツ テ肺 臓 蚊 二氣 管 枝 血管 相 互 間

ノ血 行 ノ調 整 テ圖 リ、 或 ハ又 氣 管 枝 内 ノ消炎 殺

菌 等 ノ豫 備 工 作 ラ施 ス コ トー ヨ ツ テ コ ノ問 題 ノ

解 決 テ見 ル コ トガ出來 ル カモ知 レナ ィ。 何 レニ

スル モ之等 二關 シテ ハ大 イ ニ購來 ノ研 究 ラ必 要
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ト ス ル 。

4ノ 最後 二顧 慮 スベ キノ・「ア」二陥 リタル争荷側 肺

ノ運 命 デ アル。 .

輩 純 ナ ル 「ア」ハ牧 縮 後 長 期 間 テ経 過 ス ル モ組織

ハ荒 慶 二陥 ラズ氣 管 枝 ノ開 通 ト共 二肺 胞 ハ直 チ

ニ再 ビ完 全 二伸 展 スル コ トテ ソ ノ特 長 ト 人ルモ

ノデ ア ル ガ、 實 際 罹 患 肺 ノ場 合 ニハ炎 症 性 要 素

テ混 在 スル タ メ ニ肺 胞 中隔 ノ・結 締 織 性 有 機 化 テ

來 シ再 伸展 ノ・不 可 能 トナ ル モ ノガ多 イ ト云 ノ・レ

テ 牛 ル。(Alexander,Huebschmann,Roth)

又 閉 頒 長 期 二亙 レバ高 度 ノ氣 管 枝櫨 張 ノ巽 牛 テ

見 ル ー トモ既 述 セ ル所 デ アル。

故 二 「ア」ノ治 療 的 慮 用 二際 シテ ハ病 竈 ノ治 癒 後

ノ・牧 縮 セル肺 胞 ヲ再 ビ伸 展 セ シメ健 常 ナル機 能

テ恢 復 セ シメ ル コ トテ理 想 トスル故 二所 期 ノ目

的 ラ達 シテ後 ハ出 來 ル グ ケ速 カニ氣 管 枝 ノ再 開

通 ラ企 囲 シナ ケ レバ ナ ラナ ィ。

著 者 ハ第1編 健 常 動 物 二於 〃 ル實験 ノー 部 二於

テ腸 腺 テ以 テ氣 管 枝 ノ結紮 テ試 ミソ ノ自然 的 開

通 ラ期 待 シ タガ實験 親 察期 間(1ケ 月)内 二於 テ

ノ・ソ ノ目的 テ達 シ得 ナ カ ツ タ。 コ ノ黙 二關 シテ

モ實 際 問題 トシテ考慮 ノ飴 地 ガ アル。

爾 氣 管 枝 結 紮 ノ術式 二關 シテ モ著 者 等 ノ武 田 氏

肋 膜 外結 紮 法 ハ動 物(家 兎)二 於 ケル實 験 的 「ア」

ノ研 究 上最 モ優 秀 ナル方 法 ヂ アル ガ直 チ ニ以 テ

之 テ 人艦 二適 用 ス ル コ トハ解 剖 學 的 關 係其 他 カ

ラ更 二新 シキ工夫 テ必 要 トスル。

要 之 閉鎖 性 「ア」ヲ臨 林 的 二慮 用 ス ル コト・・Knip-

pingノ 云 フ如 ク今 日省 ホ動 物 實 験 ノ域 ヲ脱 却 シ

得 ナ ィガ、 モ シ上述 ノ如 キ諸 條 件 即 チ胸膣 内 歴

ノ攣 動 ニ ヨ ル縦 隔 害臓 器 ノ振 動 テ防 止 シ、 術 側

肺 内 ノ氣 管枝 瀦 溜 テ豫 防 シ且確 實 ニ シテ容 易 一

氣 管 枝 テ閉鎖 シ而 シテ ソ ノ持 績 期 間 テ任 意 二調

節 シ得 ル ガ如 キ考案 ガ出來 タ ナ ラバ將 來 肺 結 核

ノ治 療 術 トシテ優 秀 ナ ル モ ノ ノー ト シテ期 待 ス

ル コ トガ出來 ル。 若 シ又 現 在施 行 セ ラ レツ ・ア

ル塵 脱療 法殊 二人 工 氣 胸 術 ト併 用 シ罹 患 セル 肺

葉 ノ氣 管 枝 テ閉鎖 スル ガ如 キ コ トナ ラバ恐 ラク

上記 ノ諸 條 件 ハ甚 ダ シク縮 小 セ ラ レ直 チ ニ以 テ

病 竈 ノ治 癒 殊 二室 洞 閉鎖等 二封 シテ有 力 ナ ル補

助 療 法 トシテ實 施 スル 卦 が出來 ル デ ア ラ ウ。

第6章 結 論

結 核 感,染家 兎24頭 テ用 ヒ、武 田氏 ニ ヨ ル 肋 膜

外=1三氣管 枝 結 紮 術 ニ ヨ リー1則肺 テ廣 汎 性 「ア」二

陥 レ、次 ノ結 論 テ得 タ.

1)閉 鎖 性 「ア」ハ血 行 性 感 染 ニ ヨ リ惹起 セ シメ

タ ル肺 結 核 病 竈 二封 シテ強力 ナ ル治 癒 作 用 テ有

ス0

2)閉 鎖 性 「ア」ノ結 核 病 竈 治 癒 作 用 ノ・感 染 早期

(1週 後)二 於 テ極 メ テ著 明 二、 且 感 、染後 稚1く晩

期(4週 後)ノ モ ノニ封 シテ モ亦 顯 著 二現 レル。

3)閉 鎖 性 「ア」ノ病 竈 治 癒 作 用 ノ・氣 管 枝 結 紮 後

巳 二短 時 日(結 紮後2週 間)ニ シテ明 カ デ アル。

4)感 染 結 紮 動 物15頭 中7例(46.6%)二 於 テ

術 側 肺 二種 々ナ ル 程 度 ノ氣 管 枝 内瀦 溜 ノ議 生 テ

見 タ。 但 シコ ノ頻 度 ハ非 感 染 結 紮 動 物 ノ場 合 ト

略 ヒ相 等 シイ。

5)結 核 感 染 動 物 ノ 非術 側肺 病 竈 ノ・反 封 側 ノ

「ア」形 成 ト共 ニー 般 二穂 輕 微 トナル 傾 向 テ認

メ タ。

6)閉 鎖性「ア」ガ肺結核病竈 二封 シテ示 ス顯著

ナル治癒作用ハ、今後更 二氣管枝閉鎖 ニヨツテ

生 ズル随件的障碍(縦 隔賓臓器 ノ振動、氣管枝内

瀦溜等)除 去ノ研究 ニヨリ人龍肺結核 二封 スル

實際的癒用 ノ可能性テ期待 シ得ルデマラウ。

欄竿≡二臨 ミ、御校閲 ラ辱 ウセル恩師大阪帝國大

鵬 學部病理學教室片瀬教授及 ビ不断 ノ御鞭捷

ト御校閲テ賜 ハリタル院長太縄博士拉 二前所長

有馬博士二封 シ謹 ンデ満腔 ノ謝意4捧 茱 本問

題 ノ研究 テ命 ゼうレ終始懇篤ナル御指導 ト御助

力 ラ載 キタル馨長渡邊三郎博士及 ビ大阪帝國大

學醤學部小澤外科教授武 田義章博 一L二衷心 ヨリ

感謝 ノ意 テ表ス。
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附圖説明

〔附圖L第1實 験i封 照動物肺臓 所見(第330號 家

兎)各 葉 二多激嬰粟粒大 二至 ル茨 白色結節 ヲ散登 シ雨

側 間 二差 異 ヲ認 メ ズ。

〔附囲 珊 第1實 験 感染 第1週 結紮動物 肺臓所 見

(第324號 家兎)

左側圭 氣管枝 結紮肺:容 積膨大、廣 汎性 「ア」(所 謂

浮腫 型)氣 管枝瀦 溜像著明、 肉眼的 二結節 ノ獲 生 ヲ認

メ ズ。

右 側非結紮肺:容 積大 、 多撒嬰粟粒大 ノ緒 市ヲ散 腰

.ス^

〔附圖 恥 第1實 験 感染第4週 結 紮動物肺臓所見

(第327號 家 兎)

左 側圭氣管枝結 紮肺:容 積小、 廣汎性 「ア」(所 謂完

全 牧縮型)全 葉 二亙 リテ数個胡麻實大 二至ル結節 ノ獲

生 ヲ見 ル ノミ。

右 側非結紮肺:容 積 頗 ル膨大、氣 脚状 ヲ呈 ス。各葉

殊 二下葉 二魔粒大 乃至胡麻實大 ノ形稽 く不規則 ナル

結 節稚 く多数 ヲ謹明 ス。

〔附圖IV〕 第2箕 験 封照動物肺臓所 見(第 ※8號 家、

兎)

各 葉 二・・嬰粟 粒大乃 至粟粒大 ノ結節 多藪播種 状 二登

生 シ、 雨側間 二差異 ヲ認 メ ズ.

〔附圖V.・ 第2實 験 結 紮第2週 動物肺 臓所見(第

392號 家 兎)

左 側圭氣管枝結 紮肺:容 積膨大 、結 紮 不全/タ ソ ー

再 伸展 シ氣腫状 ヲ呈ス。 上葉 二細 葉性分 泌物 瀦溜像

ヲ示入,各 葉 二針先大若 〃・・嬰粟粒大 ノ結節 極 メテ

少数 ヲ認 ム。

右 側非結紮肺:容 積 膨大氣腫状。 各葉 二針 先大 乃至

嬰粟 粒大 ・結節多数 ヲ詮 明 シ殊 二 下葉背面 二稚』く密

登ス。

〔附圃VI・ 第2實 験 結 紮第4週 動物肺 臓所見(第

398號 家兎)

左 側圭氣管枝結紮:肺 容積 著 シク小 、廣 汎性 「ア」(所

謂 完全取縮型)肉 眼的 二上葉 表面 二盟粟粒 大 ノ精 こ硬

キ騰 起 セルモ ・2個 ノ外結 節 ノ駿 生 ヲ認 メ ズ。

右 側非結 紮肺;容 積 曹通 各葉殊 二上葉 二稚 く多数

嬰粟粒 大乃至粟粒大 形稚 く不規則 ナ ル 結節 ノ登 生 ヲ

示 ス.

〔附圖V田 第2實 験 結 紮第2週 動物 肺臓 顯微鏡 的

所 見(第394號 家 兎♪

左 側主 氣管枝結紮肺

〔附圖V囮 同上、 同一家 兎 右側非結 紮肺所見

〔附圖IX第2實 験 結 紮第4週 動物 肺臓 顯微鏡 的

所見(第398號 家兎)

左側主 氣管枝 結紮肺

〔附圖X〕 同上、同一家 兎 布側非結 紮肺所 見
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